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1. 概要 
1-1. 目的 

このマニュアルは、地震や風水害等の災害が発生した場合に備え、自主
防災組織の平常時及び災害発生時の行動についてとりまとめたものです。
平常時における防災訓練の実施方法等を含め、組織の育成強化を図るとと
もに、災害時の住民による活動内容、役割分担を明確化し、災害発生時
に、災害による被害を防止・軽減することを目的に作成したものです。 

 
 
 

1-2. 構成 
このマニュアルの構成は、下の構成になります。平常時においては、防

災知識の普及、地域の災害危険の把握、防災訓練の実施、防災資機材の備
蓄などについて方法等をまとめ、災害が発生した場合には、災害情報の収
集・伝達、消火活動、避難誘導、被災者の救出等の活動内容についてまと
めています。（）については未策定のため、今後追記します。 

 
 
自主防災マニュアル 
  平常時の防災活動 
   地域内の安全確認 
    避難行動マップ 
    （防災資機材等の備蓄） 
   防災活動の普及・啓発 
    災害時要支援者への配慮 
    （家庭内対策の促進） 
   防災訓練 
  災害時の活動 
   時間的経過に伴う自主防災活動 
   安否確認 
   消火活動 
   被災者の救出活動 
   （情報の収集・伝達） 
   避難誘導 
   サポート避難所の管理・運営 
    丸山団地で想定される災害 
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地域の安全点検 
 

避難行動マップ 
この避難行動マップは、災害時を想定して、危険箇所や避難経路を考

慮して作成したものです。 
は土砂災害特別警戒区域で、二次災害が生じる可能性があるため

通行を避けて、避難してください。 
 
  

土砂災害特別警戒区域 
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防災活動の普及・啓発 
 
 災害時要支援者への配慮 
   災害が発生した時に自力で避難することに支援が必要な方（要支援

者）を対象に、安否確認や避難支援等をする取り組みを実施していくこ
ととしました。災害が発生したときに自力で避難することに支援が必要
な方は申込書をご記入の上、理事もしくは班⾧にご提出ください。 
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年   月   日 

丸山団地自治会 宛 

災害時における「要支援者」登録申込書 

申請者        （続柄    ） 
連絡先電話番号                 

 

 私は、本自治会の趣旨に賛同し、災害時に避難等の支援を受けることを希望し 

丸山団地自治会に避難支援に必要な個人情報を提供します。 
 

フリガナ 

要支援者氏名 

 連絡の取れる

電話番号 

 

住 所 
相原町 

年齢 
 

性別 男 ・ 女 

妊産婦 ・ 乳幼児 ・ 障がい者 ・ 要介護者 ・ その他（        ） 

災害時に要支

援理由の詳細 
あてはまる項目すべてに☑ 

□立つことや歩行困難        □音が聞こえない（聞き取りにくい 

□物が見えない（見えにくい）    □言葉や文字の理解が難しい 

□危険なことが判断できない     □顔を見ても知人や家族とわからない 

□その他（                              ） 
同居人構成 □氏名：            続柄： 

□氏名：            続柄： 

□氏名：            続柄： 

□氏名：            続柄： 

特記事項  

 

※ ご提出頂いた申込書や、この申込書の情報に基づいて作成する名簿等の管理は、丸山団

地自治会が管理致します。 

※ 要支援者の名簿等は、支援者に提供致します。  
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防災訓練 
 
一般的には避難訓練が挙げられますが、災害時は様々なことが一度に発

生し、その対処に早急さが要求されます。 
 

当自治会も、以下のような訓練を今後、実施しようと考えております。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 情報収集・伝達訓練  消火訓練  避難訓練 

各個人が避難時の携
行を整えて、屋外へ
避難する訓練。 

消火用バケツ、消火器
等を使用して、火災の
初期消火技術を習熟す
る訓練。 

地域住民の安否、地域
内の被災状況、災害危
険箇所の状況等を調査
し、情報を正確かつ迅
速に収集し、自主防災
組織へ報告するととも
に、防災関係機関の指
示等を正確かつ迅速に
地域内の住民に伝達す
る訓練。 

  給食・給水訓練 

 

避難所開設訓練 

安全に避難生活をする
ために、迅速に避難所
を開設する方法を習得
する訓練。 

炊飯装置等の限られた
資機材を有効に活用し
食料を確保するととも
に、効率的に配給する
方法を習得する訓練。 

はしご、ジャッキ、
バール等の救出用器
材の使用方法を習熟
する訓練。また、負
傷者の応急手当の方
法や安全な場所への
搬送方法等について
習得する訓練。 

救出・救護訓練 
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災害時の活動 
 
 震災時の時間的経過に伴う自主防災活動 
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安否確認 
 
  他の自治体でも採用され、また安否確認の効率化に繋がると考え、当自

治会でも採用しました。 
 
  無事の「黄色のタオル」を揚げましょう。 

大きく見脱黄色いものなら、タオル、T シャル、布、黄色のごみビニール袋
でも構いません。外から見える位置に揚げ、安全を知らせてください。 

 
  例えば、自宅の玄関先の形状に合わせて、門扉に掛けたり、郵便受けに

挟んだりして、外から見てわかりやすい場所に掲げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 黄色いハンカチが安否確認のスピードアップを可能にします。 
 
  外から安全を確認できれば、次の家屋を確認できる分、早く多くの人の

救助に向かうことができるため、ご協力をお願いします。 
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 消火活動 
   災害による火災発生を防ぐためには、各ご家庭における出火防止対策

が最も効果的です。また次頁に、丸山団地の消火栓・消火器の場所を示
します。いざ火災が発生した場合は、近隣と協力して初期消火活動にあ
たりましょう。 

 
  ※消防等の防災関係機関だけでは早急な対応が出来ない可能性があり  

また地域の防災組織も被災し、十分に対応出来ない可能性があるため   
近隣住民が協力して救出・救助にあってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震発生 揺れが収まってから 
すばやく火の始末をする。 

出火 

火災発生 

延焼拡大 

避難 

消火器、風呂水などを使って 
自ら消火活動。 

近隣の方に助けを求め、可搬ポンプ、 
バケツリレーなどによる初期消火活動。 
消防署員が消火を開始したら指示に従う。 

消防署員による消火活動。 
その場にいる住民と一緒に避難する。 
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消火栓・消火器の場所 
 
  消火栓・消火器がお近くに点在して 
 おります。平常時に場所の確認をお願い 

します。 
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被災者の救出活動 
 
  地震発生時には家屋の倒壊などにより多数の下敷き者が発生することが

予想されます。しかし、前述しましたように、消防等の防災関係機関だけ
では十分な対応ができません。複数の近隣住民と協力して救出・救助にあ
たりましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

  

他の地域の状況確認 

家屋の倒壊 
下敷き者発生 

声掛けによる 
近隣住民の招集 

近隣住民による 
救助活動 

家屋、石垣、ブロックの倒壊による 
下敷き者を発見したら、負傷者の 
生体反応を確認。 

近隣住民 5～10 人に協力を求め 
招集。 

ジャッキ、ロープなどの資機材で救出 

消防署員による救出活動。 
その場にいる住民と一緒に他の被害が 
ないか確認する。 

自身の安全を確認したら、周囲の状況把握 
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避難行動 
  
  災害の内容により、避難行動が異なりますが、原則、ご自身が危険を感

じた場合は、避難所へ避難してください。 
 
 ・震災時（突発的な災害で時間とともに状況が悪化しない） 
    
   ご自宅に危険がない*場合は、在宅避難をお願い致します 
    理由：避難所は必要最小限の用意のみで、大人数での共同生活に 

なり、精神的負担が増加します。 
 
    *危険の度合は、各ご家庭で異なりますので、少しでも危険を感じる 

場合は、避難所へ避難してください。 
 
 ・豪雨時（時間とともに状況が悪化し、事前に予測ができる災害） 
 
   時間とともに豪雨が予想され、危険が増加する場合は昼間に避難を 

お願いします。 
     

理由：夜間や、増水した際の避難は大変危険です。テレビなどで 
状況の把握をお願いします。 
 

また事前に避難所は開設されており、町田市のホームページ、 
テレビ、地域メール、防災無線で確認できます。 
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災害伝言ダイヤル 
 
 災害時、各社伝言ダイヤルが使用可能になります。いざという時のため、
平時でもご使用できるよう、体験してください。 
 
 
下記期間で体験が出来ます 
・毎月１日、１５日 
・防災週間 ８月３０日～９月５日 
・防災とボランティア週間 １月１７日～１月２１日 
・正月三が日 １月１日～３日 
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サポート避難所の管理・運営（震災時） 
 
  前述のとおり、家屋に危険がない場合や避難所まで移動できないなどの

理由で在宅避難を実施することを想定し、丸山団地のサポート拠点を運営
し、地域の安心をサポートします。 

 
 拠点：丸山団地自治会館、でんで山児童公園、相原谷戸児童公園の 3 か所 
 
 設置内容：自治会館以外はテント張り、ベニア板とブルーシートで囲う 
 
 内容： 

・夜間の照明、スマホの充電 
停電発生時には非常用発電機を起動し、夜間照明を点灯、スマホの充電
を可能にする。 
  

・コミュニティ 
自主防災隊員が常駐し会員の相談など受け付け、各種支援を行う。 
またラジオを設置し、常時最新情報の提供をする。 
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町田市、丸山団地で想定される災害 
 
 ・地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・土砂崩れ 
   丸山団地は整備されていない傾斜が多く、豪雨で土砂が緩む可能性が 

あります。 
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 ・山火事 
    住宅の近くに森林があり、延焼すると、山火事に発展する可能性が

あります。また、町田街道が狭いため、消防車がすぐに到着しない可
能性もあります。 

 
  前述しましたように、初期消火に努め、延焼が拡大した場合は 

地域住民に声掛けし、避難してください。 
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参照先 
 
 町田市自主防災組織のてびき 
https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/bouhan/ 
bousai/earthquake/taisaku/tiikisaigaitaisaku.files/ 
zisyubounotebikizenhan.pdf 
 
 町田市避難施設感染防止対策マニュアル ver2 
https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/bouhan/ 
bousai/infect-prevention-manual.files/222.pdf 
 
 町田市土砂災害ハザードマップ（高画質版） 
https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/bouhan/ 
bousai/fuusuigai/kouzui.files/sakai_high.pdf 
 
 
 相原小学校データベース（2021 年 7 月時点） 
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更新履歴 
 

版数 日時 内容 

0.1 2022/07/30 新規作成 

   

   

   

 

マイナー改定：誤字修正、文言変更 

メジャー改定：項目追加 

 


